
　LIFELONG㈱（東京都港区、武部
毅社長）は、日本初となるパーマネント
ジュエリー専門店「Link2Me HARA-
JUKU」を、12月9日、渋谷区神宮前に
グランドオープンした。
　パーマネントジュエリー（Perma-
nent Jewelry）は、取り外せないアク
セサリーとしてニューヨークで話題沸
騰中のジュエリー。ニューヨークに拠
点を置くCatbirdというジュエリースタ
ジオが2017年に「永遠のブレスレッ
ト」としてスタートしたと言われている。
特に若い世代やTikTokでの露出が多
く、その影響で大変な人気を博してお
り、予約がとれないほどの人気だ。
　「Link2Me HARAJUKU」では、

ゴールドやプラチ
ナを使用した9種
類のチェーンを用
意し、ファッショナ
ブルで高品質な
ブレスレット、アン
クレット、ネックレ
ス、ボディチェーンに、イニシャルチャー
ムなど個性を彩る幅広い商品ライン
ナップを展開する。
　店内は、Z世代に向けたトレンディで
カラフルな空間で、店内には願い事を
結べるスポットを設置。友達や恋人な
どとお揃いのパーマネントジュエリー
を身につけたり、自分の好きなアーティ
ストやキャラクターに関連したチャーム

を身につけて、絆や愛情
を永遠に刻むことができ
る。
　また、自分のサイズに
合わせてチェーンの長さ
をカットし、専用の溶接
機で仕上げる取り外すこ
とができないアクセサ
リーのため、ずっと身に
つけるお守りのような
ジュエリーで、友人や家

族、恋人との大切な絆を感じることが
できる。取り外し可能なアクセサリーに
比べてより個性的で多様なスタイルを
追求することができるため、ファッショ
ンやアートとしても魅力的。
 Link2Me HARAJUKUでは、必要
に応じてペンチやニッパーで切断が可
能。取り外し可能なジュエリーへ変更
するサービスも提供している。

　㈱梶田（東京都港区、梶田謙吾代
表）が展開するカラーストーンジュエ
リーブランド「KAJITA」より、ブランド
初となるセミオーダーもしくはフル
オーダーによるブライダルコレクショ
ン「KAJITA Love」が12月８日より
発売された。
　「KAJITA Love」コレクションは、
あらゆるパートナーシップや愛の形
を祝福したいという想いを込めて名
付けられた。身に着ける人が毎日の

生活の中で「より自分らし
く」過ごすことができ、特
別な瞬間だけではなく、ど
んな時にも寄り添える存
在でありたいと考えてい
る。
　KAJITAは長年培った
審美眼を活かし、エン
ゲージリングに相応しい
宝石を厳選。これらの宝
石は、優れたカッティング
により、その本来の魅力と
色あいが最大限に引き立
てられている。そしてイン
クルージョンが限りなく目
立たないものを厳選して
いる。
　このコレクションの最
大の特徴は、“お気に入り
のひとつの宝石”を選ぶ

喜び。KAJITAが厳選した美しいカ
ラーストーンには、同一のものは世界
にひとつとして存在しない。それぞれの
パートナーシップがユニークで特別で
あるように、「人と比べないこと」「自分
らしく居られること」を象徴するリング
を仕立ててくれる。
　デザインは、センターストーンの美し
さを際立たせるタイムレスな3タイプ以
外に、経験豊富なデザイナーが、顧客に
相応しいデザインを提案するフルオー
ダーにも対応する。選んだ宝石に合わ
せ、希望に応じて丁寧に仕立てていく。
　また、KAJITAで人気のダイヤモン
ドのエタニティーリングをブライダル
ジュエリーとして「KAJITA Love」コレ
クションの中で改めて紹介するほか、
シンプルながら着け心地が良くデイ
リーに身に着けたくなるマリッジリング
も取り揃えている。
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　天然のカラーストーン100種
類以上を取り扱うジュエリーブラ
ンド「BIZOUX」は、70石以上の
カラーダイヤモンドが集まるセミ
オーダーイベントを、表参道店
（表参道ヒルズB1F）と、心斎橋
店の2店舗で、12月1日から25日
までの期間に開催している。期間
中は、ピンクやブルー、グリーンな
ど、希少性の高い天然のカラーダ
イヤモンドが多数集まるほか、ラボグロ
ウンのカラーダイヤモンドも揃う。
　中でも今回のイベントで集まるカ

ラーダイヤモンドは、出会う
ことさえも難しいとされる、ピ
ンク、ブルー、グリーンなど

の、希少なカラーを含めて、70石以
上。長年培ってきたビズーの買い付
けのネットワークを生かして、ようや
く出会うことができた特別なカラー
ダイヤモンドを、多数披露する。
　それぞれのカラーダイヤモンドは、す
べて一点もの。サイズや、宝石のカット、
色合いの異なる多彩なダイヤモンドか
ら、運命の一石を選び、セミオーダーで
ジュエリーに仕立てることが可能だ。
　イベントに揃う天然カラーダイヤモ
ンドの中でも、必見は、「ハートシェイ
プ・ピンクダイヤモンド」。ハートシェイ

プは、一般的に原石を多く削ることから
贅沢なカットとされるが、希少価値の高
いカラーグレードの上位に位置するファ
ンシーカラーのピンクダイヤモンドを今
回披露する。強いピンクの発色と、ダイヤ
モンドの輝きを特別なシェイプで見られ
る。そのほかにも、熱を加えると、グリー
ンからイエローへと色が変わる不思議
なダイヤモンド「カメレオンダイヤモンド」
や、まるで若葉のような淡く優しい輝き
が魅力の「グリーンダイヤモンド」など、
希少性・独自性を備えたカラーダイヤモ
ンドを揃えている。
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　ブライダルジュエリーの企画・販売
を行うプリモ・ジャパン㈱が運営するブ
ライダルリング専門店「I-PRIMO」で
は、プロポーズの時に贈った本物の婚
約指輪を、ダイヤモンドはそのままに、
サイズ調節はもちろんパートナーの要
望に沿ったデザインの指輪やネックレ
スに後から変更ができる『パーフェクト
プロポーズリング』を用意している。
　プロポーズ時のリングデザインは、多

くの人に好まれている「シリウス」「フラ
ネリー」「ヴィオラ」の3種から選ぶこと
ができ、本物のダイヤモンドとプラチナ
でつくる。プロポーズ後、ダイヤモンドは
そのままに、サイズ調節や違うデザイン
のリングやネックレスが好みの場合に
は、店舗に来店し、改めてお気に入りの
デザインに心を込めてつくり直す。クリ

スマス時期の
プロポーズに
向けて急ぎの
人も、近くの

店舗にて気軽に相談できる。

本物のダイヤでプロポーズ
「パーフェクトプロポーズリング」

http://woodybell-j.com/
e-mail/woodybell12@gmail.com

TEL 03-5688-2390

Woody Bell （ウッディー ベル）
東京都台東区東上野2-10-2第5政木ビル3階

特殊な修理を
得意とする
～WOODY BELL～

修理・リフォーム
時計彫りなど

　経営者とりわけ中小零細の経営者
は財務の基盤が脆弱なため売上高の
推移、資金繰りが日々頭から離れるこ
とはない。締日が間近になれば買掛金
の支払い、借金の支払い、従業員の給
与支払いに神経を使う。業績が低迷
停滞の時期には自分の貯えから資金
を充当せざるを得なくなる。そうなると
心理的に追い込まれていくのが常であ
る。会社経営に「安心」というものは無
いに等しいからどうしても経営最優先
で物事を考えてしまう。

　が、中小の経
営者は一方で現
場の指揮官でも
あるから、その職
責も果たさなけ
れば職場はうまく
回っていかない。
回らなければそ
のツケが売上の
減少に跳ね返っ
て更に経営が苦
しくなってしまう。
それゆえ経営者

はリーダーというものの在り方にも考
えをめぐらせておかないと会社は傾い
てしまうか低迷してしまう。たとえ現場
の指揮を部下に任せておくとしても、ま
たその部下が身内であってもトップに
リーダー論があると無いとでは職場、
売り場の雰囲気は全然違うのであ
る。上司によるパワハラ、セクハラ、い
じめ、いやがらせのような事案が生
じてしまうのは、会社のトップにリー
ダー論への問題意識が欠落してい
るからにほかならない。また経営者

は一面では独裁的でもあるから部下
を使うにしても自分の指示一つで思い
通りに動かせると思い込んでいる場合
が多い。すると、職場改革などは手付
かずになって人材の成長は停滞し流
出さえ起きてしまう。部下を使うとは人
間を使うことだがそれは当たり前にし
て奥が深いのである。「リーダー論」は
経営者にとって極めて重要なツールな
のである。

　日経新聞にアルファ・アソシエイツ
社長（コンサル業務）藤原美喜子が
リーダーの条件を語っているが参考に
なる。「単に年齢や経験を重ねただけ
ではプロの管理職にはなれない。会社
や職場を改革したいからリーダーにな
る。そんな問題意識が必要です」。管
理職のプロという指摘は鋭い。管理職
の最高位は社長だが、その社長が管
理職としてプロであらねばならないと
いうのは中小零細経営者の必須の課
題であろう。かく言う私にしたところで
二代目の経営者プラス現場の店長で
あったから社内的にはいくらでも権限
を振るうことができた。そこに盲点があ
る。管理職のプロであろうとする意識
はなかなか生まれにくい。
　藤原氏のリーダーたるもの職場環
境の改善を含めなんらかの問題意識

経営者とリーダーの裂け目
管理職のプロという視点

路傍の
   カナリア路傍の
   カナリア路傍の
   カナリア
イラスト chabico

108
を持てという指摘もハッとする視点で
ある。年功序列の人事制度からは生ま
れない発想である。
　稲盛和夫は経営指南書の中で上司
が朝職場に入る時に右足からか左足
か自覚せよと書いている。どうでもいい
ことではない。そのくらい部下は上司の
一挙手一投足を見ているということ
だ。使われる側に立てば簡単にわかる
ことだが使う側から見ると見えないも

のである。そこにリーダー論の意味が
ある。
　経営者であるということはその中に
リーダーであることを含むが、その二つ
の役割と意義をきちんとわきまえて対
処する会社はたぶんこれからも生き
残っていくだろうと思える。

         　　　　　　　　　      貧骨
　　　 cosmoloop.22k@nifty.com
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